
キャリアマップ

 多くの場合、警備業におけるキャリアの出発点は警備現場の仕事である。

 まずは第一線の警備員として経験を積み、やがて現場リーダーを任されるようになる。さらに経験と実績を積んだのち、能力や適性に
応じて警備責任者や本社・支社等の管理職へと昇進する。

 この間、教育部門に異動したり、営業や総務・経理等の部門にキャリアの軸足を移したりするケースもある。
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